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｢ヒ}マル カツヲブ シムシ｣の櫛氏 12度

定温飼育に於ける産卵と酵化

山 rltl 保 治

拷 百

｢ヒメマルカツヲブシムシ｣の幼歳を挿氏12度に保てる髭弧絡中にて飼育し､その,峨化､羽

化､交尾,産卵､嫡化､等の状況を調査し､以て､毛組物貯蔵倉庫内に於ける､挽鹿と此種膏

融の繁殖との関係を知 らん鮮ため､此寛随を行なったL′本文老輩するに懲りて懇切たる肋富を

輿へられし静川博士VL一深甚なる謝意を表すると共に､率研究調査に終始助力せられたる谷口久

代氏に偉く感謝の意を表す｡

賓 験 ? 方 臥

鷺 験 期 間 昭和 13年 12月13日乃至昭和 14年 9月16L=(,計276El間O

供 試 尾 島 rヒメマルカツヲブシムシ｣の恵熱忙近き幼虫 25匹O

俳 論 餌 料 幼虫の飼料としては､白無地｢モスサン｣を便宜上略ぼ5センチメ一日レ角に切

って摺仏O産卵用としては鼎羅紗を同じく5センチメートル角に切って用払た｡

飼 育 容 舘 ｢ペTllシャーレJ円錐 7センチメ-トル､疎さ3センチメートルのもの社用払

プEo

飼育定悦雄 簡裁冷凍機付足脱着訂京都島砕製作所｣を使用したU

湿 度 挿氏12度定温 C

観 察 の 方 法

供訊~モスl)ン｣1枚と､供試幼鹿 1匹を､各1個の容静に入れ､同株のもの25佃を造 り､之

を摘氏 12度に保てる､上述党挽器の中に搬入の上.定温器内は曙塗装優を沸して飼育し､観

察は毎日午前 9時より正午迄の間に行なつ私 観察記録の概要は攻の通 りであるし,
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10壬i昭和13年19月18日ナシ - - - - - 昭和1王子年12月96日幼魚死成楓ノマ-1脱lllLfセズニ鍵死

〟 // 昭和14年 3月'1.'-川 昭和1叫三5月15日･W日昭利14年 6月.fiH L3'3日

45(; /I一ケ// /)// 昭和1叫三.3月 ljH ･1,11日ゴ昭利ld二年 5月.1批ー:-i5T=T.昭和14=年 4月10日幼魚死昭和14年 叩即日幼魚死成痕ノマヤ悦郎セズニ絡死昭和14年 8月25日幼魚死

// JJ f;月望HH /) 'q月1卯T4E;FT I/ 9月 5日 '3.3日

7 〟 〟 I/ d=月1.qr;f //5月30打J=7日 {J fミ月261日 97Fー

8 // ' /J - - - @̂ -

9 /I // 昭和1叫 三3月97日昭和14*.5月2'2日.56日昭和14年 G月1-2r=ー.21日

10 〟 一ケ 〃 4月 1日 I/5月19日 - - -

ll /) /7 // ;,i月E35日 I//J ir' 51日昭抑 i年 6月1柑 ぬ日
:12 〟 //～ - - - - -

13 /I // - - - - - 昭和14年 9月'37日幼魚死昭和14年 1.刀17日幼鹿死昭和14年 6月93日鋼化死

14 〟 I/ 昭和14:年 4月.d=H昭和14年 5即 9日舶日昭和14年 6月19日 21日

17 ′γ.〝~ - - - - -

1.8 // 〟 昭和1碑ま4月1嘩 昭和14年 叩 卯日46日昭和14年 (i月羽目 23日

19 ク 〟 /)-3月ltq日 - - - -

.90 /) /i - - - - - 昭和14年 3月27日幼魚死 .

212E)A衰 // 〟 - - - - - 昭和14年 8月26日幼魚死

/II//I-/) 〟 昭和14年 9月坦7日昭和14年 4月11日 - - - 原曲ノママ脱臼もズニ兜死昭和14年 H月31日幼魚死
LjS /) - - - -

表示の如 く. 25匹の劾鹿のうち､桶化し羽化して売轟に成島となったものは1L2匹で,他の

13匹の中に枚.嫡化せずに幼虫のま でゝ非死せるもの9匹､桶化して羽化せずに雑れたるもの

1政 司射ヒして戚塊となったが､愉皮円に静止し充ま 死ゝんだものが3世あった｡ 叉,定泥解
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円に搬入複,晒化までの幼鰍時代に脱皮したものは川鍋 なく､ 幅化せるもの16匹の中で､

糖化の巌 も車資は,昭和 14年 2月27日(節-未 22舵)､政 も遅昏倒綱 ミ6月28日 (節-表 6

蛇)に桶化して居る,｡之等の桶の中で､完全に鋼化して威劫となった 1L21JBのもの ､ゝ廟の期間

の故短は44日､肢長は56Elで､平均 47.i)1口となる｡而して､ 朋化した成島が.晒皮内に

博止せる期間の敢短は-2O日､放長は35日で､平均'25.75r=lとなるU

之等の完封 こ菟射ヒした 12吐⊆誓威曲札 1佃の｢ペHJシャーレ｣に入れ､共変 党ゝ閥洛西に

置き､自然に交尾の機倉を典へてをいたところ､此中から3組の交尾轟を得たので､犬等のも

のが産卵するや否や､jf'-_紅塵下された卵が膵化するや否や､を調査せんがため､各 1組づ｣｢ペ

H]シャ-レ｣に入れ rシャーレJの中には鴇羅紗を1枚づ 1入れて畳いた､親羅紗を使用し

たのは産卵状況を調査するに便利なるが馬である｡

此饗鹸成績は節二衣の通りで､交尾後塵卵までの期間の早きは5日(泰第3統)､過密は29日

(表第2漉)で､之等3組のもの 産ゝ卵前期間(73平均は18.75日となり､叉1雌常わ産卵粒数

の故も少きは11粒 (裁第3敬勘､液 も多きは50粒し衆第 1舵)で､之等:弓組のもの 1産卵粒数の

平均は25.66粒となるO河j-して,何れの卵も皆王将化せ車に塘托して しまったことは､ 特に注

意を要する鮎である｡

?

｢ヒメ マル カ ツ アブ シ ムシ｣師氏1･'1度定温署内飼育記録

第 表

概 括 及 び 結 論

以上の事鷺を要約するに､｢ヒメマルカツヲブシJlシ｣の老熟幼魚を､摘氏 12度の発泡にて

飼育すれば,完全に調化成鹿となれるもの 嫡ゝ化期日は.自然湿度に於ける成育の時よりも著
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i,(轡動のあるごと､佃空文､癖の期間､戚盛羽化線幅皮内抑止期間､交尾後産卵迄の期間等醜

ペ写､自然温度成育の時よりも其期間の著しく薫きこと臥 共に注意すべき現象で,l期の如き

差異を示せる主たる要因は∴温度であること言ふまでも放く､叉､定温器円にて朋化せる威曲

が､同じく輔氏 12度の定温器中に於で､ 交嵐及び産卵はしたけれども､ 産附されたる鯉べて

の卵虹 晒化せ車に柴死し豆しまった､供か馳礁3組の鷺験例に過ぎない故に未だ充分確かな

る結論を下し難V'とは教 ＼られるけれども､之に依って､朝 鮮勿､皮乳 其他の類似品を貯蔵

する倉庫に於ては､塵円の温度を撒氏 12度JIj/Fに保つ様に施設すれば､rヒメマ)L･かソヲブシ

JlシJの発熱幼虫が,同倉庫内に繁殖しっ もあるか､或は叉､横倉を得て他より侵入すること

あるも,■之れが.同倉庫内に於て､成虫となり交尾産卵を行った としても,卵は卯封ヒせぬ故

に､此穣尊意の繁殖を自然に防止すること なゝるものと考- られる.躍って,此革質は毛織物

寄島の防除封葉上重要なる-資料と侶するのであるo m r)｣


